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１．ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄﾂｰﾙ開発の目的と目標

２．実施内容

３．開発機器のご紹介

４．テスト結果と成果（特許）

５．今後の課題と予定（普及活動）

発表の内容



ＳＣツール開発の背景

・全ての船種のバラストタンク

・ﾊﾞﾙｸｷｬﾘｱｰの二重船殻構造部

ＰＳＰＣ適用に伴う ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄ
・フリーエッジ部＝2回
・溶接ビード部 ＝1回

ﾊﾞﾗｽﾄﾀﾝｸ部のﾌﾘｰｴｯｼﾞ 溶接ﾋﾞｰﾄﾞ部



新基準：ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄ×2回

ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄ

現状：ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ部分

工数５～１０倍増

ＳＣツール開発の目的

塗装品質確保 省人化



現状のﾀｯﾁｱｯﾌﾟﾂｰﾙ 作業性の向上

・膜厚： 約５０μm

・ﾊﾟﾀｰﾝ幅： 20～30mm

・塗料供給： 連続圧送

・作業性： 小型・軽量化

・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性：詰まり無し

･塗料：WBT用ｴﾎﾟｷｼ

品質確保/省人化

開発ﾂｰﾙの要件

ＳＣツールの開発目標



ＳＣツールの基本設計と試作

１．ツール（刷毛部）について

① 各塗布部位に共通して使用可能なこと。

・フリーエッジ部

・溶接ビード部

・小穴部 （ｽｶﾗｯﾌﾟ、ﾗｯﾄﾎｰﾙ）

② 連続塗布が可能なこと。

③ 刷毛先端部は消耗品とし、簡単に着脱･

交換が可能なこと。

現状のﾂｰﾙ

試作のﾂｰﾙ



ＳＣツールの基本設計と試作

２．刷毛部の材質・形状･ｻｲｽﾞについて

252525

耐久性

ふくみ

柔軟性

◎◎○△○

○○◎○○

△△○○○

評
価

4035404040毛丈(mm)

角(18×30)丸(Φ27)角(18×30)角(18×30)角(18×30)形状･ｻｲｽﾞ

馬毛馬毛化繊ｳｴｰﾌﾞ獣毛化繊材質



ＳＣツールの基本設計と試作

３．必要塗布量の計算

必要塗布量=
(CC/sec)

（作業条件）

・ｽﾄﾗｲﾌﾟ幅＝0.03(m) ・刷毛移動速度＝0.4(m/sec)

・乾燥膜厚＝50（μm） ・塗料不揮発分＝70%

・塗着効率＝100%

塗布面積×膜厚

塗料不揮発分×効率

＝
0.03×0.4×５０

0.7×1
≒ 約 ５０ (CC/min)



ＳＣツールの基本設計と試作

４．試作ツール （刷毛・ﾊﾞﾙﾌﾞ一体型）

馬毛40化繊40材質・毛丈

角型(25×30)刷毛形状

２９９ｇ重量

長柄刷毛タイプ（試作ﾂｰﾙ）

馬毛45材質・毛丈

丸(Φ27)刷毛形状

４８０ｇ重量

ガンタイプ（比較機）



造船現場における試作ﾂｰﾙの評価

① 作業性・操作性に関する評価

・ﾛﾝｼﾞのｴｯｼﾞ部・溶接部等 直線部
の作業性・操作性は良い。

・ﾄﾞﾚﾝﾎｰﾙ・ｴｱﾎｰﾙ等の小穴ｴｯｼﾞ部
は小回り性が必要である。

・丸型刷毛は角型刷毛と比べ小回り
がきく

②作業速度に関する評価

・通常刷毛に比べ直線部の施工速度は2倍程度速い。

・自動供給であるため刷毛に塗料を含ませる手間や
ﾌﾞﾛｯｸ外に塗料を取りにいく手間は省ける。

③仕上がり感に関する評価

・ｽﾄﾗｲﾌﾟの幅は良い。



開発機（商品化）の検討

Φ２７ Φ２０（小穴）丸刷毛は動作方向が自由刷毛形状

→刷毛部 ﾊﾞﾙﾌﾞのｾﾊﾟﾚｰﾄ

手元柔軟ﾎｰｽと

ｽｲﾍﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ（より戻し）

塗料供給ﾎｰｽが硬い

（ｴｱﾚｽﾎｰｽ）
供給ﾎｰｽ

白毛も検討白毛は刷毛目が目立たない材質・ｻｲｽﾞ

「鉛筆握り」握り方が「ｸﾞﾘｯﾌﾟ（ｶﾞﾝ）握り」

刷毛柄の小型・軽量化小穴部等 小回りがきかない

刷毛・柄

改善案評価・指摘事項項目



ＳＣツールの開発･成果

商品化：「ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾀｰ“刷毛”ｼﾘｰｽﾞ」

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ

（ﾎｰｽより戻し） 分割式ﾊﾝﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ

（塗料充填・洗浄時間短縮）

手元ﾁｭｰﾌﾞ（軟質）
（内径4mm×外径6mm）

白毛材質・毛丈

丸(Φ2０・Φ２７)刷毛形状

２３０ｇ重量

ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄ（開発機）



ＳＣツールの開発･成果

作業時間の比較

時間

塗布 バルブON

塗布

補給・しごき



ＳＣツールの開発･成果

商品化：「ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾀ“刷毛”ｼﾘｰｽﾞ」



ＳＣツールの開発･成果

商品化：「ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾀ“刷毛”ｼﾘｰｽﾞ」

圧送刷毛とハンドバルブ

ストライプコータ



ＳＣツールの開発･成果

商品化：「ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾀ“刷毛”ｼﾘｰｽﾞ」



ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄ用ﾂｰﾙのデモ開催

第1回 （7月16日）

・川崎造船・坂出工場様

第2回 （8月28日）

・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ造船・有明事業所様

第3回 （9月・予定）

・ｱｲ・ｴｲﾁ・ｱｲ ﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ様

主催：日本船舶技術研究協会様



ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄ用ﾂｰﾙのデモ開催



今後の課題と予定

造船所の皆様に、ご評価をいただき 更に

使いやすいツールとして 改善・改良を進めて

参ります。

よろしくお願い申し上げます。



ご静聴ありがとうございました

成果報告会「ｽﾄﾗｲﾌﾟｺｰﾄ用ﾂｰﾙ開発」


